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(57)【要約】
【課題】太陽光や蛍光灯などに含まれる紫外線に曝されても、電槽樹脂の劣化を抑制する
機能を有する鉛蓄電池を提供する。
【解決手段】紫外線吸収機能を有するフィルムを鉛蓄電池電槽の外周面に密着して配置す
ることにより、太陽光、蛍光灯等に含まれる紫外線に、直接鉛蓄電池電槽が曝されること
がなくなり、紫外線による電槽樹脂の劣化が抑制され、脆化、強度低下等を抑制すること
ができる。紫外線吸収機能を有するフィルムは、ベンゾトリアゾール骨格を有する紫外線
吸収剤を含有する熱可塑性樹脂とベンゾフェノン骨格を有する熱可塑性樹脂から選ばれる
樹脂材料で構成することができる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電槽と、この電槽の外周面に密着して配置されるフィルムとを備え、このフィルムが紫
外線吸収機能を有する鉛蓄電池。
【請求項２】
　請求項１において、紫外線吸収機能を有するフィルムが、紫外線吸収剤を含有する熱可
塑性樹脂とベンゾフェノン骨格を有する熱可塑性樹脂から選択される樹脂材料で構成され
る鉛蓄電池。
【請求項３】
　請求項２において、ベンゾフェノン骨格を有する熱可塑性樹脂が、ポリアリレートであ
る鉛蓄電池。
【請求項４】
　請求項２において、紫外線吸収剤を含有する熱可塑性樹脂が、ベンゾトリアゾール骨格
を有する紫外線吸収剤を含有する熱可塑性樹脂である鉛蓄電池。
【請求項５】
　請求項１～４の何れかにおいて、フィルムの厚みを、５０～１００μｍとする鉛蓄電池
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は鉛蓄電池に関し、特に電槽の外周部にフィルムを配置したものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　鉛蓄電池は、電槽内に配置された電極群と電解液（希硫酸）との化学反応により充放電
を行う。従って、鉛蓄電池の化学反応には電解液が必須であるが、希硫酸は危険物であり
電解液の漏洩には危険が伴うため、電槽の破損、ひび割れ、劣化に対して十分注意する必
要がある。
【０００３】
　鉛蓄電池に使用される電槽は、主にポリプロピレン（以下ＰＰと言う）、ＡＢＳ樹脂、
変性ＰＰＥ等を成型して使用される。これらの合成樹脂製電槽は、電解液（希硫酸）に対
して十分な耐性を有し、水分透過率が少なく耐衝撃性も高いことから長らく使用されてお
り、他の材質のものはあまり見受けられない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４０９２６１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載されているように、鉛蓄電池電槽材料としてＰＰは一般的に使用され
ている。
  しかしながら、ＰＰ及びＡＢＳは電槽材料として優れた特性を有する反面、紫外線に曝
されると樹脂の劣化が進行し、脆化、強度低下等が起こる。その結果、電槽に破損、ひび
、割れ等が発生しやすくなり、電解液が漏洩する可能性が高くなる。
  鉛蓄電池は製造工場出荷時から設置される迄の間に、太陽光、蛍光灯等に含まれる紫外
線に曝されることが多い。設置工事等の都合により、屋外へ長期間放置される場合もある
。
【０００６】
　本発明は、ＰＰ、ＡＢＳ等の鉛蓄電池電槽用材料としての優れた特性を維持しつつ、太
陽光や蛍光灯などに含まれる紫外線に曝されても、電槽樹脂の劣化を抑制する機能を有す
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る鉛蓄電池を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、以下のものに関する。
（１）電槽と、この電槽の外周面に密着して配置されるフィルムとを備え、このフィルム
が紫外線吸収機能を有する鉛蓄電池。
（２）項（１）において、紫外線吸収機能を有するフィルムが、紫外線吸収剤を含有する
熱可塑性樹脂とベンゾフェノン骨格を有する熱可塑性樹脂から選択される樹脂材料で構成
されている鉛蓄電池。
（３）項（２）において、ベンゾフェノン骨格を有する熱可塑性樹脂がポリアリレートで
ある鉛蓄電池。
（４）項（２）において、紫外線吸収剤を含有する熱可塑性樹脂がベンゾトリアゾール骨
格を有する紫外線吸収剤を含有する熱可塑性樹脂である鉛蓄電池。
（５）項（１）～（４）の何れかにおいて、フィルムの厚さを５０～１００μｍとする鉛
蓄電池。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、紫外線吸収機能を有するフィルムを電槽の外周面に密着して配置する
ことにより、電槽が直接紫外線に曝されることがなくなる。その結果、紫外線による電槽
樹脂の劣化が抑制され、脆化、強度低下等を抑えることができる。また、電解液を充填し
ている電槽には、従来通りＰＰ、ＡＢＳ等を使用することができるので、鉛蓄電池の電槽
用材料としての優れた特性を低下させることがない。
  紫外線吸収機能を有するフィルム材料にポリアリレートを用いた場合、紫外線を吸収す
るベンゾフェノン骨格を有するので、紫外線吸収剤を含有する熱可塑性樹脂とは異なり、
紫外線吸収剤の経時変化（紫外線吸収剤のブリードアウト等）がなく、紫外線吸収効果が
持続する。
  フィルム厚さを５０～１００μｍとした場合、照射される紫外線をほぼ全て吸収するこ
とができるため、電槽樹脂の劣化が進行し難い。また、電槽外周面に密着させて配置する
ことが容易で、コストも抑えることができる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　＜電槽＞
  本発明で述べる電槽は、その内部にセパレータを介して積層される正極板と負極板を有
する電極群と、この電極群を浸漬させる電解液とを収容し易くするように、上面が開放さ
れた電槽本体と、この開放された上面を覆う蓋体とを備えたものが好ましい。
  （電槽本体）
  電槽本体は、上面が開放されていれば、特にその形状を限定されるものではなく、立方
体、直方体、多角柱等とすることができるが、成形性及び搬送時の無効空間を減らせるこ
とから、立方体又は直方体形状とすることが好ましい。
  電槽本体の材質は、鉛蓄電池の特性を低下させない限り特に制限されるものではない。
具体的には、ＰＰ、ＡＢＳ、変性ＰＰＥ等を用いることができ、中でも、ＰＰを用いるこ
とが電解液に対する耐性、水分透過率の低さ、耐衝撃性の高さ、更には後述する蓋体との
熱溶着の容易性から好ましい。
（蓋体）
  蓋体は、先に述べた電槽本体の開放された上面を覆うものであれば、特に制限されるも
のではなく、材質についても電槽本体と同じでも、異なるものでも使用できる。但し、熱
膨張による変形で蓋体の脱落が発生しないように、熱膨張係数が同程度の材質を用いるこ
とが好ましく、熱溶着性の面からも電槽本体と同じ材質を用いることが好ましい。
【００１０】
　＜正極板・負極板＞
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  正極板及び負極板は、格子基板に活物質を保持させたものであり、鋳造格子基板又はエ
キスパンド格子基板にペースト状活物質を保持させたペースト式極板を用いることができ
る。また、クラッドチューブに鉛粉を充填して製造するクラッド式極板を用いても良い。
  格子基板の材質は、主原料を鉛とするもので、これにスズ、カルシウム、アンチモン等
を添加することができ、特に、カルシウム及びスズを用いることが好ましい。カルシウム
を添加することにより、自己放電の割合を減少させることができるが、その際の課題であ
る集電体の腐食の起こり易さをスズの添加により抑制することができる。
  ペースト式極板は、クラッド式極板より製造が容易である。ペースト状活物質の調製は
、特に限定されるものではないが、一酸化鉛を含んだ鉛粉、水、硫酸等（正極、負極の特
性に合わせてカットファイバ－、炭素粉末、リグニン、硫酸バリウム、鉛丹等の添加物を
加える場合もある）を混練して作製するのが好ましい。
【００１１】
　＜セパレータ＞
  セパレータは、正極板と負極板との間に介在し、正極と負極との短絡を阻止できるもの
であれば、特に限定されるものではない。
  より具体的には、ポリエチレン、ガラス不織布、ポリプロピレン等の材料からなる多孔
質シート、およびこれらの材料からなる繊維の混織物等を、セパレータとして用いること
ができる。
【００１２】
　＜電解液＞
  電解液は、特に限定されるものでないが、希硫酸を精製水で希釈し、質量パーセント濃
度で約３０質量％前後に調合したものを、電池容量・寿命等を考慮した適正な濃度に調整
して注液するのが好ましい。要求特性に合わせて硫酸マグネシウム、シリカゲル等の添加
剤を加える場合もある。
【００１３】
　＜紫外線吸収機能を有するフィルム＞
  紫外線吸収機能を有するフィルムは、紫外線吸収剤を含有する熱可塑性樹脂、又はベン
ゾフェノン骨格を有する熱可塑性樹脂を用い作製する。
（紫外線吸収剤）
  紫外線吸収剤は、公知の紫外線吸収剤の中から適宜選択して使用することができる。具
体的に述べると、ベンゾトリアゾール系の紫外線吸収剤としては、２－（３－ｔｅｒｔ－
ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル、２－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ペンチル－２－ヒドキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾト
リアゾール、２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール
、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－２－ベンゾトリアゾール、２
－（２－ヒドロキシ－５－ｔｅｒｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル－６－（３，４，５，６－テ
トラヒドロフタルイミドメチルフェノール等を用いることができる。
  また、ベンゾフェノン系の紫外線吸収剤として、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン
、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾ
フェノン－５－スルホン酸（３水塩）、２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベンゾフェ
ノン、４－ドデシルオキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、２，２’４，４’－テトラ
ヒドロキシベンゾフェノン等を用いることもできる。
（熱可塑性樹脂）
  先に述べた紫外線吸収剤を含有させる熱可塑性樹脂は、特に制限されるものではなく、
具体的には、ＡＢＳ、ＡＣＳ、ＡＥＳ、ＡＳ、ＡＳＡ、非晶性コポリエステル樹脂、フッ
化エチレンポリプロピレンコポリマー樹脂、ポリアリレート樹脂、ポリエチレン樹脂、ポ
リエチレンテレフタレート樹脂、ポリエチレンナフタレート樹脂、ポリサルホン樹脂、ポ
リパラビニルフェノール樹脂、ポリパラメチルスチレン樹脂、ポリアリルアミン樹脂、ポ
リフェニレンエーテル樹脂、ポリフェニレンサルファイド樹脂、ポリプロピレン樹脂、等
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を用いることができる。特にポリプロピレン樹脂、ポリエチレン樹脂、ポリエチレンテレ
フタレート樹脂を用いることが、先に述べた紫外線吸収剤の添加や、フィルムの作製を容
易に行うことが出来て好ましい。
（ベンゾフェノン骨格を有する熱可塑性樹脂）
  ポリアリレート樹脂はベンゾフェノン骨格を有し、ベンゾフェノン骨格は紫外線を吸収
する特性がある。フィルムをポリアリレート樹脂で作製すると、紫外線吸収効果を有する
フィルムを得ることができる。
（フィルムの厚み）
  フィルムの厚みは、特に制限されるものではないが、５０～１００μｍであることが好
ましい。５０μｍ未満であると、紫外線を吸収しきれずに徐々に紫外線の透過量が増加し
電槽樹脂の劣化が起こる。１００μｍを超えると徐々にフィルムの剛性が上がり、電槽外
周面への張り付けが困難となる上コストアップとなる。
【００１４】
　＜フィルムの配置位置＞
  先に述べたフィルムは、電槽の外周面に密着される。尚、本明細書にて述べる外周面は
、電槽の上面、側面及び底面を意味するが、必ずしもその全てに対して配置される必要は
なく、外周面の一部のみに配置することもできる。例えば、電槽の底面は、紫外線の影響
を受けにくいことから、この底面を除いた部分にフィルムを配置することができる。
  （フィルムの密着方法）
  フィルムを電槽に密着する方法は、特に制限されるものではないが、例えば接着剤によ
り電槽本体とフィルムを接着すること、鉛蓄電池に対してフィルムを巻きつけること、筒
状又は袋状のフィルムを、電池に被せた後に加温によりフィルムを収縮させて密着させる
等の手法を用いることができる。
【００１５】
　＜鉛蓄電池＞
  本発明にて述べる鉛蓄電池は、先に述べたフィルムを電槽の外周面に密着させたもので
あれば他に限定されるものではない。鉛又は鉛合金製の格子基板にペースト状活物質を保
持させたペースト式正負極板を、セパレータを介して組み立て極板群とし、この極板群を
電槽内に配置し、電槽内に電解液を注入したものを用いることができる。また、クラッド
チューブに鉛粉を充填して製造するクラッド式極板を用いた鉛蓄電池にも適用できる。
【実施例】
【００１６】
  以下、本発明の実施例を、詳細に説明する。
【００１７】
　＜実施例１＞
  縦：１６０mm × 横：５００mm × 高さ：２３０mmの電槽本体及び蓋体が、共にＰＰで
ある鉛蓄電池と、ポリアリレート製で厚みが１００μｍのフィルム（オージーフィルム株
式会社製、ＡＲＢフィルム）を準備し、蓄電池の上下面を除く電槽本体周囲面に、前記ポ
リアリレートフィルムを引っ張りながら１重に巻き付けて密着させ、紫外線吸収フィルム
付き鉛蓄電池Ａを作製した。
  ここで電槽は、蓋体には黒に着色した樹脂材料を用い、電槽本体には未着色（乳白色）
の樹脂材料を用いたので、特に、紫外線により劣化が進みやすい電槽本体の周囲面に紫外
線吸収フィルムを適用した。
【００１８】
　＜実施例２＞
  実施例１にて用いた電槽本体及び蓋体と同仕様の鉛蓄電池を準備し、フィルム材質をポ
リエチレンにその質量に対し、紫外線吸収剤として２－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－２－ヒ
ドロキシ－５－メチルフェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾールを２質量％添
加し、厚みを１００μｍとしたものへ変更した以外は実施例１と同様にして紫外線吸収フ
ィルム付き鉛蓄電池Ｂを作製した。



(6) JP 2012-209061 A 2012.10.25

10

20

　＜比較例１＞
  実施例１及び２にて用いた電槽本体及び蓋体と同仕様の鉛蓄電池を準備し、紫外線吸収
フィルムを配置しない鉛蓄電池Ｃを作製した。
【００１９】
　＜評価＞
  実施例１、２及び比較例１にて作製した鉛蓄電池Ａ～Ｃを、屋外に６ヶ月放置後、電槽
側面の強度を比較した。強度は電槽側面から試験片を切り出し「ＪＩＳ－Ｋ－７１１０」
に基づきアイゾット衝撃値を測定し、初期値に対する保持率で比較した。
  評価結果を、下記表１に記載する。
【００２０】
【表１】

【００２１】
  強度保持率　◎：保持率90%以上、○：保持率60～90%未満、△：保持率60%未満
  初期のアイゾット衝撃値を100としたときの保持率
　上記表１より明らかなように、比較例1では屋外放置で紫外線による電槽樹脂の強度低
下があったのに対して、実施例1では強度低下はほとんど無く、実施例2ではわずかな強度
低下がみられた。
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